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はじめに

令和４年３月３日，４日に，公立高等学校入学者選抜学力検査を実施しました。
検査問題の出題にあたっては，中学校における新学習指導要領の実施を踏まえ，小学校か

ら中学校（義務教育学校後期課程）までに習得した知識・技能及びこれらを活用して課題解
決するために必要な思考力・判断力・表現力が検査できるように留意したところです。
この冊子では，公立高等学校への出願状況等や学力検査の得点などについて集計した結果

に加え，「今年の特徴的な問題」で，各教科の「問題のねらい」や「中学生へのアドバイス」
を紹介しています。小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，それぞれの立場から，学習
指導の改善充実を図るための資料として活用してください。

１ 第一次入学者選抜の状況について（推薦入学者選抜等に係る人数を含む。）

・ 開陽高校の第３回・第４回入学者選抜に係る人数を含まない。
・ 普通には，普通科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，音楽科，美術
科，スポーツ健康科が含まれる。
・ 受検倍率は，（受検者数）÷（募集定員）として算出した。

（参考）推薦入学者選抜，連携型中高一貫教育校入学者選抜及び帰国生徒等特別入学者選抜の状況

・ 推薦入学者選抜には，自己推薦入学者選抜を含む。

（参考）第二次入学者選抜の状況

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

1,291 328 444 594 79 279 3,015 34 3,049

52 11 5 10 0 6 84 1 85

52 11 5 10 0 6 84 1 85

52 6 4 10 0 2 74 1 75合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

募 集 定 員

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

414 22 88 109 45 16 694 8 702

411 22 88 107 45 16 689 8 697

382 22 87 107 45 15 658 6 664合 格 者 数

課 程 全 日 制
全定合計

学 科

出 願 者 数

受 検 者 数

定時制

普 通 農 業 工 業 商 業 家 庭 総合・その他 計 計

４ 年 度 6,046 760 1,840 1,960 520 718 11,844 84 11,928

３ 年 度 6,039 760 1,840 1,960 520 718 11,837 84 11,921

４ 年 度 5,461 461 1,536 1,453 449 449 9,809 42 9,851

３ 年 度 5,392 438 1,611 1,425 414 386 9,666 35 9,701

４ 年 度 5,270 449 1,479 1,422 441 436 9,497 40 9,537

３ 年 度 5,217 425 1,555 1,397 402 376 9,372 32 9,404

４ 年 度 4,755 432 1,396 1,366 441 426 8,816 40 8,856

３ 年 度 4,739 416 1,464 1,363 396 365 8,743 32 8,775

４ 年 度 0.87 0.59 0.80 0.73 0.85 0.61 0.80 0.48 0.80

３ 年 度 0.86 0.56 0.85 0.71 0.77 0.52 0.79 0.38 0.79

全 日 制
全定合計

学 科

合 格
者 数

受 検
倍 率

募 集
定 員

出 願
者 数

受 検
者 数

課 程
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２ 総得点について（全日制，定時制合計）
※ この項以降のデータは，すべて学力検査受検者についてである。

（％）

(1) 受検者の得点分布

・ 平均点は前年度に比べて5.0点
下がった。

令和４年度 243.5
令和３年度 248.5

(点)

※ 得点分布は％で示した。

(2) 受検者(400点以上・360点以上・100点未満)，合格者(100点未満)の年度別推移

0 25 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400 425

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

24 49 74 99 124 149 174 199 224 249 274 299 324 349 374 399 424 450

0.0 0.2 0.9 2.3 4.4 5.9 8.2 9.6 10.0 11.2 10.7 9.9 8.7 7.1 6.2 3.9 1.0 0.0 243.5

得 点 分 布

平均点

受 検

者 数

４ ０ ０ 点

以 上 の

人 数

４ ０ ０ 点

以 上 の

割 合 (%)

３ ６ ０ 点

以 上 の

人 数

３ ６ ０ 点

以 上 の

割 合 (%)

１ ０ ０ 点

未 満 の

人 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

割 合 (%)

合 格

者 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

人 数

１ ０ ０ 点

未 満 の

割 合 (%)

１００点 未満

の 受 検 者 に

対 す る 割 合

(%)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

4 8,873 86 0.97 754 8.50 302 3.40 8,165 241 2.95 79.8

3 8,798 122 1.39 977 11.10 413 4.69 8,144 342 4.20 82.8

2 9,194 35 0.38 569 6.19 401 4.36 8,564 315 3.68 78.6

31 9,774 4 0.04 348 3.56 649 6.64 8,987 507 5.64 78.1

30 9,810 85 0.87 829 8.45 593 6.04 8,980 450 5.01 75.9

年

度

受 検 者 合 格 者

100
A
B

 100
A
C

 100
A
D

 100
E
F

 100 
D
F
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３ 各教科の平均点等について（全日制，定時制合計）

(1) 各教科の平均点

※ 普通には，普通科，理数科，文理科学科，文理科，情報科学科，体育科，音楽科，美術科，スポー

ツ健康科が含まれる。専門には，総合学科が含まれる。

(2) 受検者の平均点の年度別推移

区
分

総 得 点 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

普 通 286.3 64.1 63.1 47.6 62.9 48.7

専 門 191.6 50.4 41.0 28.6 43.1 28.5

計 244.0 57.9 53.2 39.1 54.0 39.7

110.2 32.9 19.8 13.4 23.9 20.1

243.5 57.8 53.1 39.0 53.9 39.6

普 通 285.4 64.2 62.7 47.4 62.6 48.5

専 門 193.1 50.8 41.4 28.8 43.4 28.7

計 242.6 58.0 52.8 38.8 53.7 39.4

110.2 32.9 19.8 13.4 23.9 20.1

242.1 57.9 52.7 38.6 53.6 39.3

課 程 ・ 学 科

合

格

者

全
日
制

定 時 制

全 定 計

全
日
制

定 時 制

全 定 計

受

検

者

年
度

総 得 点 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

4 243.5 57.8 53.1 39.0 53.9 39.6

3 248.5 50.4 51.2 47.3 47.5 52.1

2 236.2 55.1 48.4 42.3 43.0 47.5

31 221.4 44.7 45.8 38.2 46.5 46.2

30 238.6 49.1 49.6 45.2 50.6 44.0
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(3) 各教科における受検者の得点分布及びそのグラフ

※ 得点分布は％で示した。

ア 国 語 イ 社 会

ウ 数 学 エ 理 科

（ ）内は平均点

オ 英 語

0～10 11～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～70 71～80 81～90

国 語 0.2 1.4 3.9 7.1 14.2 23.7 30.4 17.8 1.3

社 会 1.3 5.1 9.3 11.8 16.4 16.9 16.1 14.5 8.5

数 学 4.1 13.6 17.2 19.3 18.4 14.2 8.7 3.8 0.7

理 科 0.1 2.9 8.3 14.3 17.8 18.0 16.3 15.0 7.3

英 語 1.4 14.1 21.3 19.4 15.9 12.3 9.1 5.3 1.2

教 科
得 点 分 布

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ４ 年 度 ( 5 7 . 8 )
令 和 ３ 年 度 ( 5 0 . 4 )

(点 )

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ４ 年 度 ( 3 9 . 0 )
令 和 ３ 年 度 ( 4 7 . 3 )

(点 )

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ４ 年 度 ( 3 9 . 6 )
令 和 ３ 年 度 ( 5 2 . 1 )

(点 )

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ４ 年 度 ( 5 3 . 1 )
令 和 ３ 年 度 ( 5 1 . 2 )

(点 )

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0

令 和 ４ 年 度 ( 5 3 . 9 )
令 和 ３ 年 度 ( 4 7 . 5 )

(点 )

4



４ 目安点をめぐる状況について

(1) 目安点未満の人数推移（過去５年間） 単位 人

※ 目安点は，基礎的内容の設問の合計点であり，国語・社会・数学・理科においては，小学校教材及

びその関連教材の内容を含んでいる。

(2) 目安点未満の地区別状況（出身中学校所在地区別）

※ 鹿大教育学部附属中学校，私立中学校等からの受検者数249人については，地区別人数に含まない。

　　　　　　　　　　　　　年度
　　教科等 令和４年度 令和３年度 令和２年度 平成31年度 平成30年度

国 語 86( 1.0%) 188( 2.1%) 85( 0.9%) 299( 3.1%) 176( 1.8%)

社 会 388( 4.4%) 497( 5.6%) 396( 4.3%) 517( 5.3%) 496( 5.1%)

数 学 1,147(12.9%) 639( 7.3%) 739( 8.0%) 944( 9.7%) 1,168(11.9%)

理 科 131( 1.5%) 652( 7.4%) 858( 9.3%) 657( 6.7%) 509( 5.2%)

英 語 879( 9.9%) 338( 3.8%) 749( 8.1%) 1,133(11.6%) 1,047(10.7%)

  ５教科総点が目安点
  未満の人数   207( 2.3%)   288( 3.3%)   290( 3.2%)   458( 4.7%)   437( 4.5%)

 目安点未満の教科を１
 教科以上持つ実人数

1,645(18.5%) 1,157(13.2%) 1,458(15.9%) 1,783(18.2%) 1,683(17.2%)

受 検 者 総 数 8,873 8,798 9,194 9,774 9,810

鹿 児 島 3,533 人 0.7 ％ 2.4 ％ 8.5 ％ 1.0 ％ 6.1 ％ 1.6 ％

南 薩 683 人 1.2 ％ 5.9 ％ 18.3 ％ 1.9 ％ 14.2 ％ 2.8 ％

北 薩 1,091 人 1.3 ％ 4.8 ％ 16.0 ％ 1.4 ％ 15.0 ％ 2.7 ％

姶 良 ・ 伊 佐 1,335 人 1.2 ％ 5.5 ％ 12.5 ％ 1.7 ％ 8.7 ％ 2.7 ％

大 隅 1,093 人 1.4 ％ 7.2 ％ 16.6 ％ 2.2 ％ 14.0 ％ 3.7 ％

熊 毛 240 人 0.4 ％ 3.3 ％ 17.9 ％ 0.4 ％ 14.6 ％ 0.8 ％

大 島 649 人 1.2 ％ 6.6 ％ 21.7 ％ 2.6 ％ 13.6 ％ 3.5 ％

県 全 体 8,873 人 1.0 ％ 4.4 ％ 12.9 ％ 1.5 ％ 9.9 ％ 2.3 ％

18点 90点

国語 社会 数学 理科 英語 総得点
地 区

　　　目安点

受検者 18点 18点 18点 18点
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(3) 過去５年間の基本的な「読み・書き・算」をめぐる状況

【国 語】

【数 学】

年 度

読 み 固 唾 嫉 妬 浸(る) 縁 側 招致 研(ぐ) 観 衆 祈(って) 誓(った) 著(しい) 就（く） 終 息 凝(らす) 臨(む) 快 諾

誤答者数

（人）

割 合

（％）

年 度

書 き 取 り 粉 薬 裁 ( く ) 鉱 脈 貯蔵 耕(す) 額 勇(ましい) 幕 冷 静 似（た） 批 評 混 雑 尊 敬 供(え) 植 樹

誤答者数

（人）

割 合

（％）

令和３年度 令和２年度 平成31年度 平成30年度令和４年度

令和３年度令和４年度

1,135

12.9

519

令和２年度

3,846

43.7

1,734

19.7

2,042

23.2

3,178

32.4

1,652

16.9

1,354

13.8

3,120

31.8

3,256

36.7

524

5.7

381

3.95.9

4,700

53.4

552 1,867

19.1

1,012

11.4 6.0

506

5.5

4,525

51.0

772

8.7

80

0.9

1,216

13.7

平成31年度 平成30年度

2,354

25.6

3,669

39.9

2,179

23.7

1,016

10.4

4,964

50.6

7,681

78.3

2,825

28.9

1,564

16.0

2,482

25.3

年 度

計 算 式 ４×８－５ １/２＋７/９÷７/３ ５×４＋７ ２/３－３/５÷９/２ ８÷４＋６ １/２＋９/10×５/３

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

年 度

計 算 式 ５×（６－２） １/４＋５/３÷10/９ ５＋４×６ 9/5÷0.8-1/2

誤 答 者 数

（人）

割 合

（％）

444

547

平成31年度 平成30年度

915

令和４年度

5.0

352

4.0

284

4.65.6

919

9.4

3.2 10.4

1,756

17.9

令和２年度令和３年度

800

8.7

451

423

4.6
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５ 今年の特徴的な問題

(1) 国語における特徴的な問題

２ ５ 次のア～エは，四人の中学生が，将来の夢を実現するために考えたものである。

線部「横断的・総合的である」ということの例として最も適当なものを次から選

び，記号で答えよ。

［問題のねらい］

○ 「横断的・総合的である」とはどういうことか，文章全体から読み取った上で，自らの

実生活に根ざした例と照らし合わせる力をみた。

［中学生へのアドバイス］

○ 文章全体を通して述べられている筆者の主張を，論の展開やキーワードに着目して整理

してまとめ，根拠を明確にして読み取る練習をしましょう。

○ 文章に表れているものの見方や考え方について，実生活の体験と関連付けてどのように

生かせるか考えてみましょう。

５ 「自然や文化など先人が残してくれたものを引き継ぐために私たちは何をするべきか」

をテーマに話し合った生徒三人の意見を踏まえ，⑴～⑹の条件に従って，作文を書きな

さい。

［問題のねらい］

○ 「世界自然遺産登録」という郷土の話題を，「先人が残してくれたものを引き継ぐために

私たちは何をするべきか」という一般的な問いにつなげ，受検生自身の身近な具体例に照

らし合わせてその問いを捉え直し，自分の考えを表現する力をみた。

［中学生へのアドバイス］

○ 身近な社会生活の中に，さまざまな社会問題に関する問いが隠れています。複数の新聞

を読むことを通して，社会問題に気付くことができます。自分で題材を決め，多様な方法

で自分の意見の根拠となる材料を集め，自分の伝えたいことや考えを明確にしてみましょ

う。

○ 自分の考えをまとめることは，自分の考えを捉え直し，それを広げたり深めたりするこ

とにつながります。目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体を

整えたり，字数制限のあるなかで自分の考えをまとめたりする練習をしましょう。
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(2) 社会における特徴的な問題

１

［問題のねらい］

○ 地理的技能は，地理情報を「収集する技能」，「読み取る技能」，「まとめる技能」

の三つの技能に分けられる。この問題においては，地域の気候について，地理情報

を読み取る技能の観点から，地図上の位置に加えて，断面図に示された情報を読み

取り，表現する力をみた。

［中学生へのアドバイス］

○ 気候は，気温や降水量，風などの要素に加えて，地形や緯度などの影響も受けま

す。気候についての理解を深めるために，地域の位置や風，地形などにも注目して

みましょう。

○ 地理的分野の学習で用いられる資料の中でも最も重要な役割を果たしているのは

地図です。地図帳には一般図や主題図，その他統計や写真などたくさんの地理情報

があり，位置や地形の確認もできます。地図帳を積極的に活用しましょう。

３

［問題のねらい］

○ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に関して，食品ロスという身近な課題と関連付

けて考察し，表現する力をみた。

［中学生へのアドバイス］

○ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について，それぞれの目標について具体的にど

のような取り組みがあるのか，また，どのような取り組みが考えられるのか，考え

てみましょう。また，ＳＤＧｓと自分の生活との関わりについても考えてみましょ

う。
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(3) 数学における特徴的な問題

２

［問題のねらい］

○ 標本調査について，知識及び技能をみた。

○ 与えられた条件を用いて連立方程式を立式し，必要な値を求める思考力・判断力・表現力等をみ

た。

［中学生へのアドバイス］

○ 代表値の性質を確認し，目的に応じて用いることができるようにしましょう。

○ 与えられた条件をどう活用するかを見通しをもって考察し，その過程を説明することで思考力・

判断力・表現力等を高めましょう。

５

［問題のねらい］

○ 与えられた条件における規則性について，判断力をみた。

○ 与えられた条件において，文字式を利用して課題解決するための思考力・判断力・表現力等をみ

た。

［中学生へのアドバイス］

○ 規則性を見付け出すために，必要な情報を整理したり図に表したりすることに心がけましょう。

○ 日頃から条件が変わったらどうなるのかを意識して，図や文字式を使って考える習慣を身に付け

ましょう。
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(4) 理科における特徴的な問題

３

[問題のねらい]

○ 実験の目的を踏まえた上で，対照実験の意味と試験管Ｃを準備した意図を思考し，表現する

力をみた。

[中学生へのアドバイス]

○ 教科書にある実験等を実際に行う場合，「この試験管は何のために必要なのだろう。」など，

常に様々な視点からの疑問をもちましょう。

５

[問題のねらい]

○ 塩化銅水溶液の電気分解の実験を通して，水溶液中のイオンの数の変化を思考する力をみた。

[中学生へのアドバイス]

○ 化学反応式から分かることは何か考えてみましょう。また，粒子のモデルを用いたり，タブ

レット等，ＩＣＴを活用したりして考えてみましょう。
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 (5) 英語における特徴的な問題 

２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

[問題のねらい］ 

 ○ 代名詞や現在完了形，受動態等の知識を，実際のコミュニケーションにおいて活用できる技

能が身に付いているかどうか言語の運用能力をみた。 

[中学生へのアドバイス］ 

  ○ 授業で学んだ文法の知識を，話す際や書く際にどう使えばよいか学ぶことが大切です。目的や

場面，状況に応じて，情報や自分の考えなどをどう伝えればいいのかよく学びましょう。 

  ○ 特定の場面（家庭や学校，道案内や買い物等）や言語の働き（紹介する，説明する等）に応じ

て，効果的に相手に伝えることのできる表現（語句や文法等）をノート等にまとめてみましょう。 

 

２ 

 
 
 
 
 
 

 [問題のねらい］ 

  ○ 状況を把握した上で，伝えるべき内容を指定された語数の英文で書き，相手にアドバイスする

問題である。言語の働きにある「(ｴ) 情報や意図を伝える」に関する問題であり，各条件を比較

しながら，自らの主張を補足する理由を適切に述べることができるかどうかをみた。 
 [中学生へのアドバイス］ 

  ○ 二つのものを比べて自分の好みやおすすめなどについて比較級を使って，効果的に自分の意図

を伝える文章を書けるように練習しましょう。 

  ○ 自分の意図を複数の理由とともに表現できるよう，普段から多くの表現に慣れ親しんでおきま

しょう。 
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６　国語について

学年
％

1

1 (1) 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小５，小３

(2) 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小６
(3) 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小５
(4) 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中
(5) 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中
(6) 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中

2 書写（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中

・

・

・

2

1 品詞の用法（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中１
Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中１
Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中２

3 内容の理解（読むこと） 中２
4 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
5 内容の理解（読むこと） 中３

・

・

,
3 古典の文章

1 歴史的仮名遣い（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中１
2 内容の理解（読むこと） 中２
3 内容の理解（読むこと） 中２

Ⅰ 主題の理解（読むこと） 中２
Ⅱ 主題の理解（読むこと） 中２
Ⅲ 主題の理解（読むこと）・（書くこと） 中２

・

・

4

1 品詞の用法（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中２
2 心情の理解（読むこと） 中１

Ⅰ 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
Ⅱ 心情の理解（読むこと） 中２

4 心情の理解（読むこと） 中２
5 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中３

・

・

5

作文（書くこと） 小～中

・

・

49.8

53.2

53.2

37.0

☆

79.7

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

82.9

3

99.1

49.0

63.3

91.3

86.9

80.0

86.3

2

0

小問１は品詞についての理解を問う，文法に関する問題であり，正答率72.7％と概ねできていた。日常の学習場面において，そ
れぞれの単語のもつ文法的な役割を意識させることが必要である。

小問４は「扇の要」という比喩表現を筆者の主張と結びつけて換言し,指定された字数内でまとめる問いであったが，正答率は
15.3％と低い結果であった。「扇の要」が本文中でどのような意味で使われているのか説明する際に，「参考」として設問中に示し
た語句をそのまま用いている誤答がみられた。また，「知識と人生を結びつける」点は指摘できても，「知識どうしを結びつける」と
いう内容にまで言及できていない解答もあった。文章全体と部分との関係に注意しながら，文章の構成や論理の展開について考
えさせる指導が必要である。

71.3

78.6

81.8

92.7

4

100

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

56.2

60 7030 40 5020

88.6

80.6

10

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（国語）

問 題 内 容 県 正 答 率
9080

大問全体の正答率は80.6％で，昨年の72.8％から高くなっており，基本的な漢字の読み・書きはよくできていた。特に(5)「嫉妬」
の読みの正答率は99％を超えていた。一方で，(4)の「固唾」の読みの正答率は49.1％と最も低く，「だえき」「こつば」「こすい」な
ど，さまざまな誤答がみられた。

漢字の書きの指導の際には，文や文章の中で使い慣れるために，生徒の実生活に根ざした文例を示したり，実際に短文を作ら
せたりするような工夫が必要ある。

小問２の正答率は86.9％であり，昨年の68.3％と比べて高くなっている。行書の基礎的な書き方として，点や画の形が丸みを帯
びることがあること，点や画が連続したり，省略されたりする場合があることなどを理解させる必要がある。

　比較的読みやすい素材文であったためか，昨年の正答率55.0%よりも大幅に上昇した。特に歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直して答える小問１は，正答率94.6％と高い結果であった。古典の世界に親しむためには，本文を繰り返し音読し，その独特のリ
ズムに気づかせることが重要である。

会話から主題を導く問４では，Ⅰは93.9％と高い正答率であったが，Ⅱは49.2％，Ⅲは33.0％と低い正答率であった。先生と生
徒の会話の流れを丁寧に読みとることや，亭主がどのような意図で下男に指示したのかについて読み取ることが不十分であったと
考えられる。語注などを手掛かりに，登場人物の言動を通して，古典の作品に現れたものの見方や考え方を理解させる指導が必
要である。

文学的な文章

小問１「らる」の識別は，文法に関する標準的な問題であり，正答率も高かった。助詞や助動詞を使うことによって，言語生活の
上でお互いの伝え合いたい微妙なニュアンスを，相手によりよく伝えることができることに気付かせる指導が必要である。

小問３のⅡは，本文の該当箇所をそのまま抜き出し，新弟子と自分との比較が不十分である解答がみられた。また，小問５につ
いては，「篤の自信が芽生えたこと」につながる要素である「直之に認められたこと」に言及できていない解答がみられ，正答率も
大問中最も低い，37.0%であった。指導の際に，登場人物の行動や展開の意味を考え，文章全体の理解をさらに深める工夫が必
要である。

説明的な文章

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

（注）　 ☆　：目安点対象の要素を含むの意。

15.3

作文

33.0

段落構成条件についてはある程度満たしている解答が多かったが，一方で，誤字などの表記上の誤りや，主述のねじれによっ
て減点される解答もあった。内容については，地域の話題を挙げられていない，具体性がない，自身の取組に触れられていな
い，等の解答もみられた。

今回は，「世界自然遺産登録」という郷土の話題を，「先人が残してくれたものを引き継ぐために私たちは何をするべきか」という
一般的な問いにつなげ，具体例をあげながら文章を構築する力を問うた。学習場面において，自分自身の伝えたいことが分かり
やすく伝わるように，段落相互の関係などを明確にし，文章の構成や論理の展開を工夫させる指導が必要である。

93.9

49.2

66.9

67.5

72.7

65.7

94.6

77.0

64.8
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(2) 国語の問題（著作権法に基づき，掲載は１，３，５とします。）
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(2) 国語の問題
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(3) 国語の解答例
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７　社会について

学年
％

1

Ⅰ 1 アルプス山脈 中１ ☆
2 南緯30度の緯線 中１
3 アボリジニ 中１ ☆
4 アンデス地方の気候や生活 中１
5 小麦の主な輸出国と北米の生産地 中１
6 ⑴ 発電量に関する統計の読み取り 中１
6 ⑵ 発電量に関する共通した変化の特徴 中１

Ⅱ 1 地域区分 中２
2 カルデラ 中２
3 各県の産業の特色 中２
4 ⑴ 栽培漁業 中２
4 ⑵ 排他的経済水域 中２
5 瀬戸内の気候 中２

Ⅲ 航空輸送の特徴 中２

2

Ⅰ 1 参勤交代 中１
2 弥生時代の特色 中１
3 金剛力士像 中１
4 琉球王国の中継貿易 中１
5 化政文化 中２
6 日本と世界の出来事 中1～2

Ⅱ 1 ① 伊藤博文 中２ ☆
1 ② 世界恐慌 中２ ☆
2 明治初期の出来事 中２
3 樋口一葉 中２
4 三国協商 中２
5 新渡戸稲造と湯川秀樹 中2～3
6 戦後の出来事 中３

Ⅲ 農地改革 中３

3

Ⅰ 1 公共の福祉 中３
2 身体の自由 中３
3 ユニバーサルデザイン 中３
4 二院制の目的 中３
5 三権分立 中３
6 刑事裁判 中３

Ⅱ 1 選挙権年齢 中３ ☆
2 消費者契約法 中３
3 需要量と供給量と価格の関係 中３
4 租税の観点からみる政策の方向性 中３
5 為替相場（為替レート） 中３

Ⅲ ＳＤＧｓに関する取組 中３

,
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

96.7
65.9

27.8
52.7
57.9
61.0
65.5

・Ⅰ１　基本的な内容であったが，正答率は31.2％で，基本的人権や国民などの誤答が見られた。
・Ⅰ３　公民分野で２番目に高い88.8％の正答率であった。
・Ⅰ４　二院制についての基本的内容であったが，正答率は39.1％であった。
・Ⅱ１  全ての分野の中で最も高い96.7％の正答率であった。
・Ⅱ２　正答率は27.8％で，消費者保護法や消費者基本法，ＰＬ法という誤答が見られた。
・Ⅱ５　為替相場について，正答率は61.0％と概ね高かった。
・Ⅲ　　食品ロスやフードロスの記述も見られ，ＳＤＧｓの取組が受検生にとっても身近なものであることが感じられた。

☆

39.1
67.6

公民的分野を主とする問題 59.5
31.2
54.5
88.8

58.7
57.8
42.5
25.5
45.1

・Ⅰ１　正答率は79.5％で，歴史分野の中では最も高かった。
・Ⅰ２　複数の情報から弥生時代と判断する問題であったが，概ね正答率は高かった。
・Ⅰ６　日本と世界の出来事について，正答率は40.8％に留まった。
・Ⅱ１  ①，②ともに，概ね高い正答率であった。
・Ⅱ２　明治初期の歴史的事象の流れや背景を正確に捉えていないことがうかがえる。
・Ⅱ６　正答率は歴史分野で最も低く，戦後の歴史的事象の流れを正確に捉えていないことがうかがえる。
・Ⅲ　　農地改革について，改革の具体的内容や変化をふまえていない解答も見られた。

68.3

・Ⅰ１　世界の地形に関する基本的内容で，概ね正答率は高かったが，ヒマラヤやアンデスなどの誤答も見られた。
・Ⅰ５　地図と統計の複数の情報を読み取る問題であったが，正答率は69.6％と概ね高かった。
・Ⅰ６⑴ 全ての分野の中で２番目に高い92.9％の正答率であった。
・Ⅱ１　地域区分の地図上での理解については，正答率が54.9％に留まった。
・Ⅱ４⑴　養殖の誤答が多く，正答率は43.4％に留まった。
・Ⅱ５　資料に示された情報を，概ね読み取っていたが，文章表現力が不足している解答も見られた。
・Ⅲ　　航空輸送の特徴について，62.4％と概ね高い正答率であった。

歴史的分野を主とする問題 50.4

34.7

79.5
62.8

☆

48.6

☆

42.0
49.3
40.8
70.2

84.2
☆

43.4
77.8
61.7
62.4

92.9
50.4
54.9
76.6

100

地理的分野を主とする問題 67.1
65.2
68.7
65.7
73.4
69.6

40 50 60 70 80 90

　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）

問 題 内 容 県 正 答 率
0 10 20 30
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(2) 社会の問題
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(2) 社会の問題
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(2) 社会の問題
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(3) 社会の解答例
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８　数学について

学 年
％　

1

(1) 整数の四則計算 小４

(2) 分数の計算 小６

(3) 平方根の計算 中３

(4) 整数の性質 中１

(5) 図形の相似 中３

2 等式の変形 中２

3 確率 中２

4 円周角と中心角 中３

5 割合 小５

・
・
・
・
・
・
・
・
・

2

1 ２乗に比例する関数 中３

2 平行四辺形 中２

3 作図 中１

(1) 標本調査 中３

(2) 度数分布表 中１

・
・
・
・
・

3

1 座標と三角形の面積 中１

(1) 直線と線分の交わる条件 中１

(2) 文字を用いた座標 中１

（3） 二次方程式の利用 中３

・
・
・
・

4

1 多角形の角 中２

2 図形の相似 中３

3 図形の合同 中２

4 三平方の定理 中３

5 図形の相似 中３

・
・
・
・
・

5

1 文字を用いた式 中１

（1） 文字式の利用 中１

（2） 文字式の利用 中３

・
・
・

9010

☆

☆

50 60 70 8020 30

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）

問 題 内 容 県 正 答 率
40 100

基本的な計算・知識

14.8
62.8
53.4

31.4

　小問１では，誤答として0≦y≦25a,-25a≦y≦0が見られた。aを負の数と捉えられていないものと考えられる。
　小問２では，誤答としてアを含むものが多かった。平行四辺形の性質を理解できていないものと考えられる。
　小問３では，誤答として角の二等分線の交点をとったものや点Cを回転の中心としたものがあった。
　小問４(1)では，誤答として40人が見られた。度数分布表の値を計算し，12倍しなかったものと考えられる。
　小問４(2)では，立式はできたが計算ミスもあった。また，仮平均を用いた解答があった。

数学的な見方や考え方 45.7

0

64.6

70.9

3.8

　小問１は，よくできていた。
　小問２(1)では，誤答として2≦a≦8や点Ｃを代入しているものが見られた。
　小問２(2)では，誤答としてaを用いて表せていないものが多かった。また，直線ＡＣの方程式を求められていないものもあった。
　小問２(3)では，無解答が非常に多かった。

平面図形とその応用 36.9
81.7
56.9

62.3
27.1
13.1

18.0

☆

41.0

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

4

2
1.0

　小問１では，おおむねできていた。実際に図に表して考えたものもあった。
　小問２(1)では，アはおおむねできていたが，完答は少なかった。規則性を文字を用いて表現することが難しいものと考えられる。
　小問２(2)では，無解答が非常に多かった。

　
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

14.3
1.1

　小問１は，おおむねできていた。
　小問２では，誤答として3:2などが見られた。相似となる三角形を見いだせていないものと考えられる。
　小問３では，必要な条件を示していないものが見られた。また，相似条件と合同条件の区別ができていないものもあった。
　小問４では，無解答も多かった。三平方の定理に気付いていないものと考えられる。
　小問５では，無解答が非常に多かった。

文字式とその応用 27.0

一次関数とその応用 24.8

2

☆

☆

57.4
63.3
47.9

　小問１(1) は，よくできていた。
　(2)では，誤答として通分ができていないと思われるものが多かった。
　(3)では，誤答として2が多かった。
　(4)では，誤答として33個が多かった。3，6，9 も含めていたと考えられる。
　(5)では，誤答として4倍が多かった。相似比と体積比の関係についての理解が不十分であると考えられる。
　小問２では，誤答として (3a-5)/2 や (-3a-5)/2 が見られた。移項する際の符号の間違いと考えられる。
　小問３では，誤答として 1/12 や 1/6 が多かった。
　小問４では，誤答として30度が多かった。補助線OCを引かず，円周角と中心角の関係に気が付かなかったものと考えられる。
　小問５では，誤答としてア，イが多かった。選手数や女性の選手数の割合で計算したものと考えられる。

79.2
47.9
35.0
59.1

1

68.1

☆

96.8
95.0
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(3) 数学の解答例
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９　理科について

学年

％

1

1 レンズのはたらき 中１

2 ｐＨと指示薬 中３

3 進化 中３

4 地球の自転 中３
(1) 火成岩の組織 中１
(2) 分解者 中３
(3) 化学反応と熱 中２
(4) オームの法則 中２

・

・
・
・
・

2
Ⅰ 1 力の図示 中１

2 速さの計算 中３
3 慣性の法則 中３
4 速さと時間のグラフ 中３

Ⅱ 1 交流 中２
2 電磁誘導 中２
3 電磁誘導の原理 中２
4 誘導電流の向き 中２

・
・
・
・

3

Ⅰ (1) 赤血球 中２
(2) 血液成分のはたらき 中２
(1) 染色体数 中３
(2) 遺伝のしくみ 中３

Ⅱ 1 昆虫の体のつくり 小３

2 花のつくり 中１
(1) 光合成 中２
(2) 対照実験 中２

・

・
・
・
・
・

4

Ⅰ 1 Ｐ波，Ｓ波 中１
(1) 震度 中１
(2) グラフ作図 中１
(3) 初期微動継続時間 中１

Ⅱ 1 移動性高気圧 中２

2 天気の移り変わり 小５

3 低気圧での風のふき方 中２

4 気団 中２
・
・

・
・

5

Ⅰ 1 電解質 中３

2 塩素の性質 中１

3 電気分解におけるイオンの数の変化 中３

4 電気分解における化学反応式 中３

Ⅱ 1 状態変化 中２

2 蒸留の実験装置 中１

3 密度の計算 中１

4 密度を用いた考察 中１
・
・

・
・

8.6

31.8

81.8

　中問Ⅱ小問１は正答率が67.1％であった。交流についての基礎的・基本的な内容の定着が十分に図れていないと考えられる。
　中問Ⅱ小問２は正答率が18.6％と低く，コイルの内部の磁界が変化することに触れていない解答がみられた。
　中問Ⅱ小問３では，「図の実験器具は，そのまま使うものとする。」という条件を見落とした誤答が多くみられた。
　中問Ⅱ小問４では，「イ」，「エ」の誤答が多くみられた。
　

41.8

44.4

2

61.9

85.3

18.6

75.9 ☆

15.2

☆

5

1

2

3
74.4

地球領域の問題

44.2

74.1

59.5

生命領域の問題

　中問Ⅰ小問１(1)は，正答率が81.8％と高い。赤血球のはたらきについて基本的な知識の定着が図られていると考えられる。一方で，「ヘモグロビン」
という誤答もみられた。
　中問Ⅰ小問１(2)では，正答率が48.9％と低く，「血しょう」と「組織液」が逆の誤答がみられた。
　中問Ⅰ小問２(1)では，イやウで26本よりも多い誤答がみられた。モデルなどを活用し，しっかりと理解させたい。
　中問Ⅰ小問２(2)では，「Ａとａ」の解答もみられた。遺伝子の組合せの表し方など基本的な内容の定着が十分に図られていないと考えられる。
　中問Ⅱ小問１は，正答率が75.9％と比較的高く，昆虫の体のつくりについては基本的な知識の定着が図られていると思われる。
　中問Ⅱ小問３(2)は，対照実験を正しく理解していない解答がみられた。実験の目的を踏まえた上で操作の意味などを考えさせたい。

48.9

85.1

　小問２では，正答率が78.4％であり，灰汁（あく）にフェノールフタレイン溶液を加えると赤色になることから，ｐＨの値について理解よくできてい
る。
　小問４は正答率が85.1％と高く，地球の自転に関する基礎的・基本的な知識の定着は図られていると考えられる。
　小問５(1)では，「班状組織」，「等粒状組織」という誤答がみられた。用語を正しく理解させたい。
　小問５(3)では，「燃焼」の誤答がみられた。理解させたい。
　小問５(4)では，「３Ω」，「12Ω」，「60Ω」など様々な誤答がみられた。特に「３Ω」の誤答が多い。問題文をしっかりと読み取るとともに，オー
ムの法則についてもしっかりと理解させたい。

☆

67.1

64.3

30

76.1

20

78.4

40

77.8

（注）　大問２中問Ⅰの問題に誤りがあったため，大問２については中問Ⅱのみ掲載。

83.5

50 60

☆

エネルギー領域の問題

42.7
76.4

67.2

8010

31.7
88.6

72.3

74.0
56.6

☆

☆

☆

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

39.6
63.2

48.9

　中問Ⅰ小問１は，正答率が85.3％と高い。電解質の基本的な知識の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問３は，正答率が8.6％と低い。破線と傾きが同じグラフや破線と逆の傾きのグラフの誤答がみられた。粒子のモデルを用いたり，ＩＣＴを活
用したりしてイオンの数の変化を考える活動も取り入れたい。
  中問Ⅱ小問３は，正答率が15.2％と低い。無解答もみられた。
　中問Ⅱ小問４では，「Ａ，Ｂ，Ｃ」とする誤答が見られた。表の火をつけたときのようすから「燃えた」のみを見て解答したと思われる。普段より，
得られた実験の結果や考察などから新たな疑問が得られたときは，次の探究の過程につなげる指導の工夫も考えたい。

　中問Ⅰ小問２(1)は，正答率が88.6％と高い。震度は震源からの距離によって異なっていることなど基本的な内容の定着は図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問２(2)は，正答率が31.7％と低い。震源距離が０ｋｍで時刻が11時56分50秒からグラフを作成する解答がみられた。授業においてもグラフの
作成の技能をしっかりと身に付けさせたい。
　中問Ⅱ小問４は，正答率が39.6％と低く，「暖かい」，「湿っている」とする誤答がみられた。
　教科書に示されている天気図を見るだけでなく，気象庁から情報を入手するなど，情報を活用して規則性を見いだせさせるのにＩＣＴを活用する指導
の工夫も考えられる。

粒子領域の問題

☆

74.8

55.6

67.0 ☆

27.2

84.3

58.3

47.1

43.6

領域を融合させた問題

100

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）

問 題 内 容 県 正 答 率

0 9070
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(2) 理科の問題
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(2) 理科の問題
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(2) 理科の問題
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(3) 理科の解答例
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10　英語について

学年
％

1

1 対話の内容に合う絵を選択する問題 中１ ☆
2 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中１
3 対話を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中１
4 放送を聞いて，概要を捉えて絵を並べ替える問題 中２ ☆
5 説明を聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中２ ☆
6 (1) スピーチを聞いて，必要な情報を聞き取る問題 中３

(2) スピーチを聞いて，話の要点を捉える問題 中３
7 対話を聞いて，英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中２

・

・

・

・

2  
1 ① 対話に流れに合う口語表現を選択する問題 中２ ☆

② 対話に流れに合う口語表現を選択する問題 中１ ☆
2 ① 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中３

② 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中２
③ 文脈と語義から空所に適切な語を補う問題 中１

3 ① 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中２
② 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中２
③ 文脈に合わせて，文法に関する知識を適切に使って書く問題 中３

4 与えられたテーマについてまとまりのある英文を書く問題 中２
・

・

・
・

3

Ⅰ 1 文脈に沿ってグラフを選択する問題 中２
2 文脈に沿って空所を補って英文を完成する問題 中２

Ⅱ 1 図表から得られる情報を整理し対話文を完成する問題 中２ ☆
2 図表から得られる情報を整理し対話文を完成する問題 中２

Ⅲ 英文の要点を答える問題 中３

・
　
・

・

4

1 概要を読み取る問題 中２
2 文脈に沿って英文を書く問題 中３
3 心情を読み取り，内容に合うものを選ぶ問題 中２ ☆
4 下線部の内容を説明する問題 中３
5 心情を読み取り，英文を書く問題 中３
6 文章の概要に合う英文を選ぶ問題 中２

・

・

・

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

22.7

68.3
23.2
75.1
18.1
20.9
46.1

　大問４は，ホワイトボードを通じた親子関係の変化に関する物語文を通して，登場人物の背景や心情を読み取る問題や「読むこと」と「書くこと」を
関連付けた問題などを出題した。語数は昨年度と比較して増加した。
　物語文で必要とされる概要を読み取る力や心情を読み取る力をみる小問１や小問３は正答率が高かった。まとまりのある文章から必要な情報を読
み取る小問２，４は正答率が低かった。なお，文体や話題によって読み方が異なる面もあるため，説明文，意見文，対話文，物語文などの文体，日
常的な話題や社会的な話題のそれぞれに応じて，コミュニケーション上重要となる必要な情報や概要，要点を捉えるための様々な読み方の指導を
行いたい。
　小問５は，文脈を理解した上で，登場人物の立場になり英語で表現する特徴的な問題であった。感謝を伝える表現に加え，文脈に沿って具体的
内容を表現することが求められた。白紙や具体性のない解答など多岐にわたっていた。授業では読んだ内容について自分の考えを書く活動を取り
入れ，まとまりのある文章を書く指導を行う必要がある。

44.6

　大問３は，社会的な話題について図表等から詳細を読み取って答える問題や文脈に沿って英語で記述する問題，要点を捉える問題を出題した。
新学習指導要領に沿って，社会的な話題を扱う問題や思考力・判断力・表現力等を問う問題を出題した。全体的な正答率は低めであった。
　中問Ⅰは特に正答率が低かった。解答に必要な情報を読みとる力や文脈に沿って適切に表現する力に課題がみられる。中問Ⅱは，図表と対話
から必要な情報を読み取り答える問題，中問Ⅲは英文の概要を捉える問題であった。
　授業では，教科書だけでなく，初めて扱う英文や図表から，書き手の意図を理解するのに必要となる要点や情報を読み取り，英文の概要を捉える
活動や，英語の質問に英文で書いて答える活動を導入したい。また，教科書の内容を図表を用いて表す活動も効果的であるかと思われる。さら
に，自己表現活動等で，既習の言語材料を用いて表現する力を伸ばす活動も有効だと考えられる。

長文総合問題 39.1

　大問２は，表現の領域に関する問題を出題した。口語表現やコミュニケーションの目的を果たすための文法事項や基本的な語句の知識・技能が
身に付いているかどうかを問うた。また，与えられた条件に基づき，適切に英語を書いて伝えることができるかどうかをみる問題を出題した。正答率
は，小問１は高かったが，小問２，３，４は低かった。
　小問２は対話の流れと英語の定義を基に適切な語を書く問題である。②の正答率が特に低かった。授業では，基本的な語句についてはその定
義や意味を英語で理解できるようにする継続的な指導が望まれる。また，climb mountainsなどの結びつきの強い語句について学ぶ機会を与えるこ
とも必要である。
　小問３はコミュニケーションの目的を達成するための文法力をみた。言語活動を通して文法知識を適切に活用できるよう，指導したい。
　小問４は，文脈や使用場面がある中で，基本的な語句や表現を正しく用いて，書く内容を適切に表現する力をみた。授業では，英語で話す活動
を通じて表現に慣れさせた後で，適切に書く力を高める活動や自分自身の考えを自己表現する活動を取り入れ，表現の定着を図りたい。

英文の概要や要点を正確に把握する問題 37.9
17.2
16.3
68.9
39.7

41.0
82.7
79.2
47.4
16.5
42.0

80.1

46.5

33.7
28.7

17.2
47.4
45.6

　大問１は，「聞くこと」に関する問題を出題した。「聞くこと」の理解力をみる小問や，対話や説明に関する英語の問いを聞き取り，英語で解答する
小問，さらに登場人物の立場となって対話の流れに沿った発言を考えて書く小問を出題した。
　「聞くこと」の理解力をみる問題（小問１，２，４，５）の正答率は高かったが，聞いたことに関して単語や英文で書いて解答する問題（小問３，６（１），
７）は正答率が低かった。聞くことに関する思考・判断・表現を評価する問いの正答数が少なかった。
　授業では，生徒が英語で積極的に話したり聞いたりする言語活動を多く取り入れることが望ましい。目的や場面，状況を生徒に意識させて，文脈
や使用場面に応じて，適切にコミュニケーションを図れるかどうかを確認しながら，指導するようにしたい。
　聞き取った内容に関して自らの考えや意図を適切に表現できるよう，基本的な語いや英文を身に付けられるよう指導することが必要である。

適切な表現力をみる問題

90 100

放送による聞き取りテスト 55.7
99.0
55.6
34.6
69.8

30 40 50 60 70 80

（注）　問題の英字については，フォント Andika New Basic を使用した。

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）

問 題 内 容 県 正 答 率
0 10 20
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(2) 英語の問題
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(2) 英語の問題
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(2) 英語の問題
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(3) 英語の解答例
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